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今
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子
治
拾
冶
物
羽目
と
Af
昔
物
詩
集
の
共
通
滋
話
を
比
較
し
て
み
る
と
、

子
治
品川
泡
物
語
の
副
詞
「
い
と
ど
」

は
、

今
昔
物
語
集
の
文
脈
小
で

は
「
弥
ヨ

」

と
対
応
す
る
。

し
た
が
っ
て
、

院
政
期
ど
ろ
に
は
「
い

と
ど
」

と
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」

の
聞
に
文
章
様
式
上
の
対
立
関
係
が
存
狂

し
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、

乙
の
ぼ
あ
い
、

そ
れ
は
、

今

昔
物
語
集
と
同
様
に
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」

を
主
用
す
る
、

法
華
百
康
問
者

抄
な
ど
の
文
献
が
当
時
他
に
も
あ
る
ζ
と
な
ど
か
ら
し
て
、

和
文
叩酬

と
淡
文
訓
叶
似
品
乃 -
R-
は
変
休
淡
文
調
の
対
立
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

和
文
訓
と
丸
山吋
の
あ
た
ら
し
い
文
章
様
式
の
対
立
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
か
と
う
た
が
わ
れ
る
。

人寸批U物詩集のいX草が 、
治二
O前後をさかい
として
前半が
漢文訓読

的 、
後半が和文的で
あることにつ
いては 、
両部分で
使用されている

同義である一
対の
語!
語
法の
分布の
交替とい
う面から 、
戦前よりか

3
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ずおおくの
研究があり 、
周知のとこ
ろで
ある 。

また 、
今昔物語集は 、
そのようにその
内部において
文章綴式上の
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対立関係を有するほか 、
今土日以外の
文献に
対して
も同様な対立関係

をもつこ
とで
もしられている 。
すなわち 、
この
文献におさめられた

説話のなかには 、
その
出典となっ
た
伊勢物語や俊頼髄脳などの
和文

文献の
該当部分 、
および宇治拾遺物語・
古本説話集などの
和文調の

説話集の
共通説話に
対して 、
漢文訓読的で
あるζ
とにおいて
対立す

るものがかな
りあるので
ある 。
しかも 、
その
対立関係は 、
単にそれ

ぞれの
文章が和文的・
漢文訓読的で
あるとい
うだけでなく 、
両者が

文脈を共有した
うえで 、
対応する単語・
語法がそのような関係に
あ

るとい
う 、
い
ちじるしい
特徴を有する 。

みぎにのベ
た乙
とがらは 、
現象その
ものについてはすでに
いく度
内司」
q，“

となく指摘があり 、
それを確認する作業もおζ
なわれているので 、

その
実際の
様相をしめす乙
とはい
まは
省略するが 、
とのよ
うな文章

上の
関係を今昔物語集に
対して
有する
文献のなかで
も 、
字治拾遺物

語には
特にその
例がおおい 。
乙の
稿の
筆者の
調査では 、
字治拾遺に

はそのよ
うな
関係の
存在を認定で
きる
説話が七
O話ほどあるが 、
両

説話集の
間にとのような
現象がお乙
るのは 、
勿論 、
今昔と
宇治拾遺

が
共通の
出典をもち 、
そとからと
もに
採取した文章に 、
一
方が
文章

様式的変更をくわえたためとかんがえられる 。
そして 、とのばあい 、



今昔物語集の「弥ョ」をめぐって(ー)

両者の
共通の
出典となっ
た
文献は 、
い
まは
散
供
し
て
し
まっ
ている

註
3

『宇治大納言物語』
で
あるとかんがえら
れ
て
い
る 。
宇治大納言物認

は 、
十一
世紀
中葉に成立したとかんがえられる
説話集で
あるが 、
説

話学者の
研究によると 、
それは 、
和文調の
文章でかかれていた乙と

になる 。
実際 、
やは
りおなじよ
うにかな
りのかずの
説話を字治大納

言物語から採取しているとかんがえられる梅沢木古本説話集と
宇治

拾遺物語との
共通説話を比較してみると 、
と
もに
和文調の
文章を有

し 、
説話の
内容の
みならず 、
文脈の
細部の
語句まで一
致すると
とが

おおい 。
したがっ
て 、
宇治拾迭と古本説話集が和文調の
文章でかか

れた
共通出
血(をもつこ
とはあきらかで
あり 、
さらに 、
今昔の
説話に
も

それらに
文脈まで一
致するものがかな
りある乙とからすると 、
今世

もおなじ出典をもっ
てい
るこ
とはたしかとおもわれる 。
ゆえに 、
今

昔物語集と
字治拾遺物語の
共通説話では 、
出
典の
文章に
様式的変更

をくわえたの
は 、
今昔の
方とい
う乙とになるが 、
そのよ
うな乙との

おこ
りえた乙
とは 、
伊勢物語などのよ
うに
今昔物語集の
出典となっ

た和文文献が
遺←存しているば
あいにおいて 、
その
文章と
今昔の
説話

の
文章を比較して
みれば 、
容易に
うらづ
けられる 。
そして 、
注意す

べ
きは 、
そのよ
うな
文章様式的変更を・つけた
説話は 、
今昔全体に
散

在するので
あるから 、
と
の
変更が巻二
O以前の
漢文訓読調の
影響を

うけて
結果としてお乙っ
た
ものではなく 、
今昔の
撰者がその
編集に

あたっ
て 、
おそ
らくは
方針として
もっ
ていた
ものとかんがえられる

乙
とで
ある 。

もっ
と
も 、
そのよ
うな文章様式的変更は 、
単にそ
れの
みを企図し

たと乙
ろに
生じた
ものではない 。
今昔と
字治拾遺などの
共通説話と

を比較して
みると 、
説話
会休をおお
う表記様式の
変更は
勿論 、
はな

しの
添加あるい
は削除 、
すじの
くみかえ 、

文脈の
変更 、
一語句の
挿入あ

るいは削除などが随所にみられ 、
今北口の
撰者が先行山山典文献の
文誌

にさまざ
まなかたちのて
をくわえていると
とがわかる 。
乙れらは 、

説話の
外面的形式を統一
しようとする意図のほか 、

説話をよみやす

くした
り 、
より
興味ぶかくした
りする意図によるとおもわれるが 、

文章様式的変更もそのような全体的行為の一
環の一
つに
すぎない
と

かんがえられる 。
しかしながら 、
それはとにかく 、
宇治拾遺物語だ

けで
も七
O話ほどもみぎにのべ
たような
関係に
ある説話があるとい

う事実は 、
今昔物詩集の
撰者の 、
和文調をさけてそれ以外の
文章様

式に
今昔の
文章を統一
しようとする意識が 、
やはりかなりつ
よい
も

ので
あっ
た乙と
をしめ
すといえよう 。
乙の
杭では 、
一
般には漢文訓

説的とされている 、
今昔の竹部十本的文立様式が 、
実際はいかなるもの

で
あるかをあきらかに
するとこ
ろにその目的をおいている 。

宇治拾遺物語と今昔物詩集の
共通説話において 、
両者の
語句を遂

注
4

一
比較し 、
その
結果をこ
れまでなされて
きた
漢文訓読語についての

研究にて
らしてみると 、
つ
ぎのようなくみあわせが 、
両文献の
聞の

和文調と
漢文訓読調の
対立の
確実な
例として
指摘される 。

「い
みじく(う)
T↓極メテ」「しばし

↑|岳タ」「す・
さ
す
↑↓令ム」

「とく
l速

こ「・

と
も
i

ト一
三」「

ど・
ども
i

ト
云
い ド」「:
で
14

7」「

に
1

4
こ「ま

して
↑↓(何ニ)

況ャ」「:::むず
JE--・:
払 ト」「・:・:ゃう

!・

ク」「やうなり
↑↓如、ノ」「ゃうやう
↑↓漸ク」「命令形
alWEi--ベシ」

以上のばあいは 、
例がおおく 、
今北口
全
般で
あ
らわれるが 、
そのほ
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か 、
つ
ぎのよ
うな対立関係なども少例みいだされる 。

「さ
↑↓然カ」
「ども
↑↓等」
「など
↑↓

何ゾ」
「な::・そ・:::な

↑ly--:
事
え」「:::にて
みly--・:ニ

依
刊」
「:::にて
!:::ヲ

以テ」「みな
↑↓悉ク」「やがて
↑↓即チ」

乙れらの
対立
関係は 、
出現しやすい
もの
とそ
うでない
ものとがあ

り 、
また
説話によっ
て
もそれらのあらわれる
様相を乙とにし 、
その

ζ
と
自体が
興味ある
問題を提供する 。しかし 、
それについて
論ずる乙

とは
別稿にゆずるとして 、
みぎのよ
うな
典型的な和文調と
漢文訓続

調の
対立の
例に
まじっ
て 、
従来には
指摘がない
・もので
同様な
関係に

あるのではない
かとお
もわれる
例が 、
い
くつ

かみい
だされる 。たとえ

ば 、
「それに
↑↓而ル一こ「築地
↑↓築垣」「おのれ
↑↓汝」「をり
↑↓

時」
な
どで
あるが 、
それらのなかで
もっ
とも対応例がおおく 、
対立

関係の存在
が
確実とおもわれるの
は 、{子治拾遺「い
とど」
に
対する
内2
FU

今北日「弥ヨ」
の
ばあいである 。
つ
ぎにその
該当例をすべ
てしめす 。

O沖にては 、

川副刈風吹まさ
りければ 、
帆をあげたるや
うにて
行

({子治拾遺・
第五六)

決ニ
出ニケレパ 、
弥ョ
風ニ
被吹テ 、
帆上タル
様ニテ
行(今昔・巻二六・

叩)
O「その
すみの 、
雨にぬ
れて 、
かく川にながる〉
也 。
この川は 、

なん
ぢがかき奉りたる
経の
すみの
川
な
り」
と
い
ふ
に 、
い
とい〉

おそ
ろしともをろか也(八十治拾迫・
第一
O二)

「其/
墨/
雨-一
洗レテ流
炉 、
此ク河-一
成テ流ル、
也」ト 。
此レヲ
問クニモ

弥ョ
怖ル、
心
王限シ
(今昔・
巻十四-
m)

Oい
とかくたY
観音の
導びかせ
給なめ
りと思て 、
い
とい〉
手をすり

て
念じ
奉る
程に 、
則物どももたせ
できた
りければ({十治拾遺・

第一
O八)

「何ニモ
此/
観音ノ
助ヶ
給フ
也
け リ」忠一ァ 、
手ヲ摺テ

制可念ジ
奉ル
程-一 、

即チ此ノ
女 、
物共ヲ持セテ来タリ(今昔・
巻十六・
7)

O年月つ
もりけれども 、
露ばかり 、
そのしるしとおぼえたるζ
と

なく 、
い
とY
たよ
りなくな
りまさ
りて(宇治拾遺・
第一
三一)

此ク参テ年月/積
T

云
勺
露許/験ト思ユル
事
手勺

貧キ
事
制到

増テ(今昔・
巻十六・
初)

O人々
、

「さて
/\」
といひて 、
とひきけば 、
い
とY
く
る
ふ
ゃ
う

にしてかた
りをる(宇治拾逃・
第一一ニ二)

君達「アラ
/\」
ト

云テ
問ヒ
聞ケパ 、
弥ョ
狂7
様子ノテ語リ居リ(今

昔・
巻二一ニ・
日)

Oもともちい
さきが 、
い
といA乙しかY
まりたるが 、
杖に
すが
りて

あゆむ({子治拾遺・
第一
三
六)

本
日 リ小
川
川男ノ 、
町出l腰屈
均 レ
杖-一
懸リテ
歩ピ
来ル
有リ(今昔・
巻十

九・
ロ)

今昔の
「弥ヨ」
の
表記が 、
三巻本色葉字類抄の
記事などか、りして 、

「イヨ
イヨ」
に
あたるこ
とは・ったがい
をいれない 。

帆ィョ、、
駕途除援僚漸盛
飢転釦煉遠
配上(前回家木・
伊・
辞字)

そのほか 、
字
治
拾遺の
「い
とど」
に
は 、
今
昔で
「更
こ
およ
び

「只」
に
対応するもの 、
それぞれ一
例と 、
今昔の
文脈中で
対応する

語をもたない
もの 、
二
例がある 。

O我をみつ
けて 、
「とくいてζ
かし」
と思たるけ
し
き
に
て 、
立さ

まよふ
をみるに 、

川副刈土もふまれず(宇治拾遺・
第一
O二)

皆 、
我ヲ見テ 、
「疾ク将参
W
サト恩タル
気色-一テ
俳個7 0
此ヲ見
士、

吏ニ
物不思エズ(今昔・
巻十四-
m)

lS 



今世物;rfn、の「弥ョ」をめぐって(一)

O
四巻
経かき 、
供養せんと
申願のさぶ
らふ
を 、その乙
とをなん 、
い

まだと
げ候はぬに 、
めされさぶ
らひぬ
れば 、
此罪お
もく 、
い
と￥

あらがふかた
候はぬなり(宇治拾治・
第一
O二)

我 、
四巻経ヲ
書キ供養シ
奉けム
願ヲ発セリ 。
而ルニ 、
未ダ
其/
願ヲ不遂

ニ 、
此ク被召一一u v
到此/
罪贈7
方不有ジ(今昔・
巻十四-
m)

O「乙
れがかく
鳴事」
と 、
興じわらひて 、

川剖刈なさけな
げに
む

しるもの
もあり(宇治拾遺・
第五九)

「鳥此ク泣一円」 ト咲テ
情王気ニ
揃ル
者モ
有円ヶ(今昔・
巻十九・2)

Oそのh
ちよ
り 、

川副刈
守殿をば 、
「乙
とに
すぐれて 、い
みじき人

におはします」
といよ
/\い
はれ
給けり(宇治拾遺・
第一
二八)

O其後ヨリナム此/
守ヲパ
艶ズ
極/
兵也ケリト
知テ 、
皆人弥ョ
恐ヂ
怖レケ

リ(今昔・
巻二五・
9)

なお 、
今昔の
「弥ヨ」
に
対応する
字治拾遣の
語は 、「い
とど」
のほか

に
は 、「いよいよ」
が七
例と 、「なほなほ」
と
「かぎりなく」
がそれ

ぞ
れ一
例あるの
みで
ある 。
また 、
今昔では「い
とど」
は 、
「弥ヨ」
三

四四例に
対し 、
拾遺和歌集に
もとられてい
る巻三
O第五
語の
和歌中

の
例一
例と 、
つ
ぎにしめ
す巻二
四第三一
語の
例の二
例に
すぎず 、
実

際上今昔は
「弥ヨ」
専用とみなしてよい 。

御前ニ
候7人々
ニ
「此レ
見ヨ」

トテ
給ハセタレパ 、
可咲キ音共ヲ以テ一詠

ズルニ 、
イトマ
歌口テ
微妙ク問ユル
事王限リ(今昔・
巻二
四・
む)

前節で
みたよ
うに 、
宇治拾遺物語の
「い
とど」
は 、
今昔物語集文

脈中に
対応する
語があるばあい 、
ほとんど
が「弥ヨ」
と
対応してい

る 。
したがっ
て 、
さきにしめしたよ
うな 、
両文献の
問の
語の
対応関

係からすると 、「い
とど」
は 、
和文調の
語 、
「イヨ
イヨ」
は 、
漢文訓

注
6

読調の
語とい
うζ
とになるかとおもわれる 。
実際 、
「い
とど」
が安

安時代の
漢文訓荻ではもちい
られない認で
ある
の
に
対
し 、
「イヨ
イ

時主
弓，

ヨ」
は 、
漢文訓読でよくもちい
られるそれである 。

にカカハ
ルか
に
を
しむると
と
い
《ヨイヨ】
はり

悲
心
撃

故
教
被

弥

切
(
法
華
経
玄
賛
平
安
中
期
点)

43
，t、

ァ

劫を歴トモ
通明(らか)
に
令ラシ(めむと)
欲(ひて)
な
マ(法華経

義疏長保四年内一)

て

の

を

イョ、、れ
ナハ
タシ

又
学ニ
厳
法
師
摂
大
乗
論-
愛
好

愈

劇

(
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
附
伝
延
久

切
点)

タガヘ
ラム

ラ

円い》
ョ、、

継母途(へ)
見レ
テ 、
弥念怒(を)
増(す)(大川西域記長究元年
トと

ただ 、
字治拾迭の
「い
とど」
には 、
前節にしめしたよ
うに 、
少数な

がら今昔の
「更ニ」「只」
と
対応する例があり 、
そのと
とは 、「い
と

ど」
がかな
らずしも「イヨ
イヨ」
とのみ
対立関係を有するものでは

ないζ
とをしめ
すよ
うに
もおもわれる 。
しかし 、
乙
の
ば
あい 、
「更

こ「只」
は「い
とど」
の
同義語ではなく 、
一
般に和文調と漢文訓読

調の
対立の
例とされるかた
ちからはずれる 。
おそ
らく 、
と
れらの
対

応は 、
今昔の
撰者が出典の
文章に
多少て
をくわえたことに
もとづ
く

みせかけの
それであろう 。
すくなくとも 、
今昔の
撰者が 、
出典の
文

章について
文意をかえずに
文章様式のみ変更する
ば
あい
は 、「い
と

ど」
に対しては
「イヨ
イヨ」
をあてているので
あり 、
両語聞に
和文

調と漢文訓読調の
対立を想定して
もおかしくない 。

築島裕氏は 、
『平安時代の
漢文訓読諮につ
きての
研究』
において 、

「い
とど」
と
「いよいよ」
を 、
ともに
訓点一語「マスマス」
に
対する

注
8

仮名文学の
認とされているが 、
みぎのようにみてくると 、
すくなく

とも院政期に
あっ
ては 、
むしろ「イヨ
イヨ」
と「い
とど」
の
聞にそ
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のよ
うな
関係をかんがえねばならない
かにおもわれて
くる 。

しかしながら 、
一
方ではそのよ
うなかんがえかた
を否定するかに

みえる
現象も存花する 。
それは 、
前節でみた
「;・:ゃう
ふ|↓:::ク」

「い
みじく
↑↓極メテ」「す・
さす
↑↓令ム」「やうなり
↑↓如

ごなど

のばあいのよ
うな 、
宇治姶遺と
今北日で和文調と
漢文訓読調とに
対立

するくみあわせの 、
漢文訓読のがわの
語は 、
おおくのばあい
築μ氏の

い
う「訓点特有古川」
であるのに
対し 、
「イヨ
イヨ」
は 、
表一
にみるよ
う

に 、
平安時代の
和'XEX献中に
も 、「い
とど」
ほどおおくはないにしろ

注
9

かな
りの
用例をもっと
とで
ある 。
特に 、
源氏物語では一
O四例のお

おきをかぞえ 、
かつ
それらは 、
どの
文献に
あっ
て
も「い
とど」
との

注
ω

問に
意
味的に
も用法的に
も差異がみいだされない 。
乙のζ
とは
「イ

ヨ
イヨ」
が和文の
誌で
もあっ
たこ
と
を意
味している 。
宇治拾遺・
今

持ともに
「いよいよ(弥ヨ)」
の
あらわれる
例があるのは 、
このため

とかんがえ
られるが 、
したがっ
て 、
宇治拾迭の
「い
とど」
と
今昔の

「弥ヨ」
の
対応を 、
単純κ
和文訓の
語と
漢文訓読調のそれとの
対立

の
例とみる乙
とはできないので
ある 。

1 L よ
| と ぷ

| よ

伊勢物語I 1 I 0 

土佐日記I 1 日

字計上保物語 146 I 15 

蛸始日記I 19 I 2 

枕 平 子I 8 I 1 

1�{氏物語同311104

務m物 語I 8 I 1 

3E紋日氾I 4 I 1 

大 鏡123I 3 

とはずがたりI 9 I 1 

無名草子I 8 I 3 

十六夜日記け D 

表

四
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そ乙で 、
「いとど」
と
「イヨ
イヨ」
の
対立がいかなるそれで
ある

かとい
う乙
とが
問題となる 。
乙
の
対立が文章様式の
ちがいに
もとづ

くもので
あると
とはうど
かしがたい
とおもわれるが 、
漢文訓読調と

和文調の
対立以外に乙のよ
うな対応関係を芯起する
ものがあるであ

ろうか 。
乙乙
でおもいだされるのが 、
山口
代紀氏のかんがえかたで

ある 。山口
氏は 、
「今昔物語集の
文体基調
l

E2
と』の用法を通して
|1」

(「国語学」
mw
紛)
において 、
今昔物語集をつ
らぬ
く以本的文章様式

を考察し 、
その
内界が変体漢文に
ちかい
とされている 。
乙の
山口
氏

の
論考は 、
それまで
漢文訓読凋・
和文調そして
変休漢文調の
存在を

指摘するにとどまっ
ていた 、
今世物詩集の
文章様式的な研究を一
歩

すすめて 、
それでは
今昔物語集の
撰者の基本的文章様式はなにかと

い
う点に
実証的検討をくわえたものとして
注目すべ
きで
ある 。
山口

氏のとっ
た乙の
方向が 、
実際には
存在しない
事象をおい
もとめたも

のでない乙
とは 、
さきにのべ
たよ
うに 、
今昔の
撰者が 、
おおくの
説

話において
出典の
文章の和文掴酬をさげ 、
それを漢文訓読調に
変更し

ているよ
うに一
見みえるんや災からも 、
たしかといい
うるで
あろう 。そ

して 、
山口
氏は 、
氏のい
う「文体基調」
が
変体漢文に
ちかいこ
と
を

しめ
す一
例として 、
決aX訓引政調の語「アラカジメ」
と 、
それに
対す

る和文調の古川「カネテ」
をとりあげ 、「アラカジメ」
は
今告に
まっ
た

くみい
だされず 、
「ヵ、不テ」
がほぼ金一冶にわ
たっ
て
分
布し 、
しかも

それが
変体漢文で
ももちい
られると
とをしめしておられる 。
しかる

に 、
乙
の
「弥ヨ」
のばあい
も 、
表こにみるように 、
典型的漢文訓読
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今昔物llij長の「弥ョ」をめぐって(一)

誌
と
ち
がっ
て、
「
カ
ネ
テ」
と
同
様
な
分
布
状
態
を
し
め
し、
や
は
り
変
体
漢

文
で
も
も
ち
い
ら
れ
る
の
で
あ
る。
此刊
に、
vl
山玄
後
期
か
ら
院
政
加
の
変
体
漢

文
で
は、
「マ
ス
マ
ス」
は
ほ
と
ん
ど
も
ち
い
ら
れ
ず、
もっ
ぱ
ら
「
イヨ
イ

ヨ」
が
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る。

ヤ

テ

ュ

4
ヨ

f、‘

ス

ヲ

況
乎
私ニ
労
於
朝
家-
弥
可
拝
朱
紫
衣日
(
似
一寸
敬
本
将
門
記
院
政
期
占…)

を

イ
ョ

，《、
シ
テ

少
ス

ホ

ヲ

而
件
将
門
弥
施-一
逆
心目
倍
為ニ
暴
悪-
(
川)

ヲ

ス

ト
コ
ト
エ

ル

キ
タ
タ
y
ノ
ワ
レ
ヘ
ヲ
イ
ヨ

ノ、.
7
ス
ア
イ
レ
ン

ノ

フ

貧
遺
為ニ
由一小
毎三
見ニ
窮
日山
之
愁

弥

増
哀
憐
之
川心-

(-u川
山
十寸
本
古
往
来

鎌
倉
初
期
点)

マ

，t、
ア
フ
テ

dF
イ

Z
イ
ョ

，t、

ユ

イ
ワ

セ
，a
カ

ヲ

ホ
ト
ヨ
λ

ノ
シ
A
Y
ヲ

適

過乙
政
理
明
時
之
御
世一
弥

為三
優-
寸
助

部
内-
施ユ
随
分
治
術一
(
川)

さ
ら
に、
乙
の
「
弥ヨ」
が
変
体
漢
文
淵
の
もの
で
あ
る
乙
と
を
う
ら，つ
け

る
か
に
お
も
え
る
事
象
が、
い
ま一
つ
存
寸れ
す
る。
そ
れ
はAJuの
全
巻
に
分
布

し、
従
来
の
研
究
か
ら
変
体
漢『X
的
要
系で
あ
る
乙
と
が
わ
かっ
て
い
る
接
続

注
目

助
詞
的
な
「
問」
の
ば
あ
い
に
も、
宇
治
拾
遺
と
比
較
し
て
み
る
と、「
弥
こ
に

「い
と
ど」
と
対
応
す
る
例
が
あ
る
よ
う
に、
和
文
約
の
「
ほ
ど」
と
対
応
す

る
例
が
多
数
あ
る。

O
「
そ
の
事の
う
れへ
い
で
き
て、
さ
た
の
あ
ら
ん
ず
る
に
ζ
そ
あ
め
れ」

と
ば
か
りい
ひ
て、
又乙
と
事
もい
は
で
ゆ
く
程
に
(
千
品川
扮
逃・
第一

O
ニ)

2 表

「
所
謂ル
其ノ
事/
愁ニ
依テ
被
召
ルト
ア
許リ
云テ、
他ノ
事ヲ
不
云
一一シ
歩ピ

わク
間ニ
(
今
什-
A」
イ
内・
却)

O
殿
上
人
の、
車
お
ぽ
く
な
らべ
た
て
\
物
見
け
る
前
わ
た
る
閉山
(
川上

治
拾
遺・
第一
六
二)

円Uノ
私キ
殿
上
人ノ
車
数
並
立テ
物
見ケル
前ヲ
渡ル
川ニ
(〈JMH・
冷」
二

八・
6)

O
帰
り
く
だ
り
け
る
に、
よ
ど
に
て
舟に
来
け
る

同剖則、
人
ま
う
け
し
た

り
け
れ
ば
(
宇
治
袷
治・
第一
八
O)

返り
下ケルニ、
泌-一テ
船-一
采ケル
問、
知タル
人ノ
帥刷、ノタリケレパ(
〈JV

巻
二
六・
日)

し
た
がっ
て、
ζ
の
「
間」
は、
今北口の
撰
者
がつ
け
く
わ
え
た
変
体
決
文
的

要
業
で
あ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ、
と
の
よ
う
な
例
に
て
ら
し
で
も、
今
合の

「
弥ヨ」
は、
変
体
漢
文の
もの
で
あ
ると
と
あ
き
ら
か
で
あ
り、
宇
治
折
遣

の
「い
と
ど」
と
今
汁の
「
弥ヨ」
の
対
応
は、
和
文
淵
と
変
体
漢
文
訓の
対

立
とい
う乙
と
に
な
り
そ
う
に
お
も
わ
れ
る。

五

ふt止什
物
部
集の
「
弥ヨ」
が
変
体
決
文
的
要
泌
で
あ
る
とい
うこ
と
に
な
れ

21 



ば、
そ
の
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と乙
ろ
は
ちい
さ
く
な
い。
す
な
わ
ち、
さ
き
に

のべ
た
山
口
氏の
今
昔
物
語
集の
「
文
体
基
調」
に
つ
い
て
の
か
ん
が
え
か
た

は、
今地円の
撰
者
が
出
典の
文
章に
く
わ
え
た
綴
式
的
変
更
の
面
か
ら
も
う
ら

づ
け
ら
れ
た
と
と
に
な
る。
さ
ら
に、
そ
の
結
果、
従
来
よ
り
宇
治
拾
遺
と
今

世
の
聞
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
文
章
様
式
上
の
対
立
は、
そ
の
よ
う
に、
今
昔の

撰
者
が
く
わ
え
た
変
更
に
よっ
て
も
た
ら
さ
れ
た
もの
で
あ
る
か
ら、
和
文
明刷

と
泌
文
訓
読
謝
の
対
立
と
す
る
よ
り
は、
実
は
和
文
訓
と
変
体
決
文
舗の
そ
れ

と
し
た
方
が、
よ
り
た
だ
し
い
と
い
うこ
と
に
な
り
そ
うで
あ
る。
変
体
漢
文
調

は、
漢
文
訓日一一此
調の一
純
で
あ
り、
さ
き
に
和
文
調
と
川伏
文
訓
H一一制調
の
対
立
の

例
と
し
て
し
め
し
た
話
の
対の、
後
者に
属
す
る
もの
は、
ほ
と
ん
ど
が
変
休

漢
文
中
に
も
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る。
し
た
がっ
て、
そ
の
よ
う
に
と
ら
え

な
お
すこ
と
に
お
お
き
な
支
障
は
な
い。

し
か
し
な
が
ら、
と
の
稿の
筆
者
は、
今
廿
物
語
集
の
「
弥ヨ」
が
変
体
漢

文
的
要
点
で
あ
る
と
は、
か
な
ら
ず
し
も
か
ん
が
え
な
い。
そ
れ
は、
つ
ぎ
の

二
つ
の
理
由に
よ
る。

ー、
今
仕
物
話
集
金
休に
分
布
し、
今
世
の
撰
者
自
身
の
もの
と
お
も
わ
れ

る
寸前
・

寸前
法に
は、
変
体
漢
文
的
な
もの
ば
か
り
で
な
く、

和
文
的
な
も

の
も
か
な
り
あ
る。

宜、
vl
時、

変
体
波
文
以
外
に
も
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」

を
主
川
し
た
す人
誌
様
式
が

存
在
し
て
お
り、
人目「北川
物
語
集の
什川
本
的目X
江
川悼
式
は、
そ
れ
と
関
述づ

け
て
か
ん
が
え
ら
れ
る
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か。

ー
に
つ
い
て
い
う
と、
乙
の
稿の
筆
者
は、
かつ
て
「
今
昔
物
語
集の
『
何

ソ』
『
何
卜』
『
何
テ』」
(「
同
活
学」
け
紛)
の
拙
稿に
お
い
て、
そ
の
よ
う
な

もの
の
例
と
し
て
「
何デ」
「
何ゾノ:::」
「:;:
予
王
限
乙
の
ば
あい
を
し

め
し
た
乙
と
が
あ
る。
ま
た
そ
の
後の
調
査
で
も
同
様
な
例
が
い
くつ
も
発
見

さ
れ
た
が、
と
の
杭で
は
そ
の
中
か
ら
「
早
Z
Z・
:・(也)ケリ」「
露」
お
よ

び、
ふ
た
た
び
「・
::
事
元
限
乙
を
と
り
あ
げ
る。

ま
ず、「
阜
?・
:(
也)ケリ」
に
つ
い
て
い
う
と、
こ
れ
は、「
発
見」
の
お
ど

ろ
き
を
強
制
し
て
い
うい
い
か
た
で
あ
る
が、
乙
れ
が
今
告の
文
章
中
に
頻
出

注
目M

し、
そ
れ
を
特
徴づ
け
る
要
業で
あ
る
と
と
は、
は
や
く
か
ら
指
摘
が
あ
る。

乙
の
表
現
は、
和
文
に
は
枕
草
子・
源
氏
物
語
あ
た
り
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
よ
う

に
な
り、
院
政
期ど
ろい
く
分そ
の
か
ず
を
ま
す。
ま
た、
と
れ
は、
当
時の

注
目

変
体
漢
文に
は
存
在
し
な
い
よ
うで
あ
り、
勿
論
漢
文
訓
説
文
中で
は
も
ちい

泊
U

ら
れ
な
い。
し
た
がっ
て
こ
れ
は、
当
時に
あっ
て
は
口
頭
語
的
性
格の
つ
よ

い
表
現
と
お
も
わ
れ
る
が、
乙
れ
に
つ
き
宇
治
拾
遺
と
今
昔
と
を
比
較
し
て
み

る
と、
比
較
可
能
な
ば
あい
十
六
例
の
う
ち、
今
昔
の
「
早ウ(ク)」
が
宇
治
拾

遺
の
文
脈
中に
対
応
す
る
語
を
も
つ
の
は、
「
は
や」
「
は
や
く」
「
は
や
う」

の
各一
例、
計
三
例
に
す
ぎ
な
い。
の
乙
り
の
十三
例
は、
つ
ぎ
に
し
め
す
例

の
よ
う
に、
宇
治
姶
迭の
文
章
と
無
関
係に
も
ちい
ら
れ
て
お
り、
今北口の
撰

者
に
よっ
てつ
け
く
わ
え
ら
れ
た
もの
と
判
断
さ
れ
る。

o
m、
目
を
し
す
り
て、
「い
と
た
う
と
き乙
と
か
な。
さ
ら
ば、
と
く
/\」

と
て、
小
桶
な
りつ
る
は
湯
な
り
け
り、
そ
の
ゅ
に
て
頭
あ
ら
ひ
て、
そ

り
て
(
千
治
拾
泣
・
第
一
三
六)

約
此
レ
ヲ
間
テ
目
ヲ
押
シ
巾
テ、
「
糸
長
ク
侍
ル
一事
力
ナ。

然
パ
疾
ゼ
ト
此
ノ
小

桶
汁
川
ハ

朝刊川
湯
也
ケ
リ、

共
/
湯
ヲ
以
テ
翁
頭
ヲ
洗
剃
ツ
(
〈I
汁
・
巻
十
九
・

ロ
)

O
ま
と
ひ
え
て、
き
し
/\
と
ひ
き
け
れ
ば、
川
に
ひ
きい
れ
ん
と
す
る
に

乙
そ
あ
り
け
れ
と、
そ
の
お
り
に
し
り
て
(ベJ
治
姶
泣・
第一
七
七)

出脳
セ

得ア
キ
シ

(
ト
引
ケ
レ
パ
「
早
7
戎
ヲ
河-一
引
入
ト
為一一
コ
ソ
有
ケ
レ
」
ト
思

テ
(
At
Au
・
巻
二
三
・
2
)
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今昔物詩集の「弥ョ」をめぐって (ー)

そ
して 、
乙の
表現は 、
表二にみるよ
うに
今昔全体に
分布しているの

で
あるが 、
みぎの 、
字治拾遺と
今昔の
対応の
ありさまからおして 、

他の
例もおおくは出典の
用例をうけついだのではなく 、
今昔の
撰者

み
ずからがもちいた
ものとかんがえられる 。
したがっ
て 、
乙
れは 、

まさに
今昔の
撰者の
表現といえるので
あるが 、
ζのよ
うな
表現の
存

在によっ
て
も 、
今昔全体に
分布する
要素が 、
かならずしも変体漢文

的それの
みでない乙とがわかる 。

ツユ

陳述副詞「露」
は 、
漢文訓読語「カツ
テ」
に
対する和文調の
語と

注
目

されるが 、
と
れも表二にみるよ
うに
今昔全体に
分布する 。
変体漢文

で
は乙のばあいの
表現としては主に「サラニ」
がもちい
られ 、「ツユ」

注
凶

は
変体漢文で
ももちい
られないよ
うである 。
乙
の
語については 、
字

治拾遺と
比較可能な今昔の
例は
十
七
例
で
あ
る
が 、
その
うち今昔の

「露」
が
字治拾遺の
「つ
ゆ」
と
対応し 、
出典に
すでに
存在したもの

を
うけついでい
るとかんがえられるのは 、
六例に
すぎない 。
字治拾

遣の
文脈
中に
対応する語がな
く 、

今士宮の
撰者によっ
てつ
けくわえら

れたとお
もわれるの
は八例で
あり 、
したがっ
て 、
乙の
点で
も「早ウ

:・(也)ケリ」
のばあい
とほぼ同様のと
とがい
える 。
さらに 、
ζ
のば

あい
は 、
の乙
りの三
例が 、
つ
ぎにしめすよ
うに 、
{子治拾遣の
「すこ

し
も」「すベ
て」「ひたぶるに」
に
対して
今昔で
「露」
が対応してい

る 。
乙のと
とか=りして
「露」
は 、
他の
同意な和
文的表現よ
りも今昔

の
撰者がとのんだそれとおもわれるので
あり 、
出典の
和文的表現を

おしの
けるのは 、
かな
らずしも変体漢文的表現ばかりでなく 、
和文

的それに
も存在すると
とがわかる 。

O
身の
徳ゆたかにて 、
堂も僧坊も 、
す乙
し
もあれたる
所なし(下

治拾遺・
第二
五)

池
ノ
尾
/
川刊品
川治
僧
坊
ナ
ド、

市路
荒
タ
ル
所
王
ク

数
ニ
行
法
ヲ
修
シ
テ
有
ケ
レ
パ
、

(
〈?
汁
・

巻
二
八
-
m
)

O能々
さぐれども 、
おとがひのひげをさぐるや
うにて 、

判ぺ司あ

とかたなし('十治拾遺・
第一
O六)

強
ニ
挫
よ

三
ド
惣
テ
頭
/
髪
ヲ
伎
ル
ガ
如-一
テ

田町跡
ダ-一

王
シ
(
今
昔
・

巻一一

0・
m)

Oそれに 、
びんは
うせにたれば 、
ひたぶるになし(宇治拾遺・
第

一ムハ一一)
其
レ
ニ
、

疑
ハ
失
ニ
タ
レ
パ
露
元
シ
(
A
ふH
・

巻一
4
八
・
6
)

注
1

池
間
併
治
「
祭
比
ぷ
現
法
小〈
」
(「
国
語
国
文
」

昭
和
十
一

年
十
月)

掛
田
市宮
治
「『
如
シ

』

と
『
様
ナ
リ

』

と
か
ら
見
た
今
昔
物
語
集
の
文
章
」

(
「
国
語
と
国
文
学
」

昭
和
十
八
年
十
月)

官軍
岸
明
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
に
つ
い
て
」
(「
国
文
学
」

昭
和
三
三
年
十

一

月)

な
ど

注
2

た
と
え
ば 、

山
田
巌
「
今
昔
物
詩
集
K
於
け
る
利
淡
両
文
脈
の
混
在
に

つ
い
て
」
(「
国
語
と
国
文
学
」

昭
和
十
八
年
十
月)

注
3

坂
井
衡
平
「
今
昔
物
語
集
の
新
研
究
」

ハ
寄
正
義「
今
昔
物
語
集
の
研
究
」

第
一
一
編
第
二
章

野
口
博
久
「
宇
治
拾
逃
物
語
の
成
立
に
つ
い
て
」
(「
言
語
と
文
芸
」

昭

和
三
八
年
一

月)

注
4

淵
査
は 、

今
昔
・

宇
治
拾
退
と
も
に
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る 。

注
5

宇
治
拾
遣
の
例
の
末
尾
に
付
し
た
番
号
は 、

日
本
古
典
文
学
大
系
の
校

花
者
の
く
わ
え
た
説
話
番
号
に
よ
る 。

今
北H
は
巻
数
と
語
数
を
し
め
す 。

注
6

現
に
版
栄
一

氏
は 、
「
巾
世
初
頭
に
お
け
る
『
い
と
ど
』
と
『
い
よ
い
よ
』

の
対
照
的
用
法
に
つ
い
て
」
(
金
沢
大
学
教
養
部
論
集

日)

に
お
い
て
ζ

23 



の

現
象
を
指
摘
し
、

「
い
よ
い
よ
」

を
漢
文
訓
説
明刷
の
語
と
さ
れ
て
い

る
。

た
7

法
華
経
義
疏
長
保
四
年
内…
・
大
川
西
域
記
長
究
元
年
内…
は、
中
悶
祝
夫

「
古
点
本
の
国
語

学
的
研
究
」

一次
文
お
に
よ
る 。

法
草
終
玄
料H
平
安
中
期

点
・

大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
延
久
頃
山…
は 、

築
引い同
総
「
平
安
時
代
の
波
文

訓
読
認
に
つ
き
で
の
研
究」

に
よ
る 。

注
8

同
書
三
五一
・
五
三

0
ペ

ー
ジ

注
9

伊
勢
物
語
H
伊
勢
物
語
総
索
引
・
土
佐
日
記
H
土
佐
日
記
総
皆川
引
・
干

律
保
物
語
H
{十
津
川怖
物
語
本
文
と
索
引
・
品開
始
日
記
H
か
げ
ろ
ふ
日
記
総

集
引
・
枕
草
子
H
枕
草
子
総
索
引
・
源
氏
物
語
H
源
氏
物
語
大
成
索
引
・

務
寝
物
語
H
日
本
古
典
全
警
・
更
級
日
記
H
更
級
日
記
総
索
引
・
大
鋭
H

「
大
鋭
の
研
究
」

索
引
・
と
は
ず
が
た
り
H
日
本
古
典
全
書・
無
名
草
子

H
無
名
草
子
総
宗
引
・
十
六
夜
日
記
H
十
六
夜
日
記
校
本
及
び
総
索
引

注
ω

版
栄
一

氏
は

「
和
漢
混
活
文
に
お
け
る
文
学
牲
に
つ

い
て
」
(
「
春
日
和

男
教
同問
川地
官
記
念
論
文
集
」)
お
よ
び
「
小
世
初
頭
に
お
け
る

『
い
と
ど
』

と

『
い
よ
い
よ
』

の

対
照
的
用
法
に
つ

い
て
」

(
金
沢
大
学
教
養
部
論
先

日)
の
論
考
に
お
い
て、
平
家
物
語
とμ
寸
治
拾
遺
物
語
の
「
い
と
ど
」

と

「
い
よ
い
よ
」

の

川
に

な
味
的
な

相
述

の

あ

る

ζ

と

を

論

じ
て
お
ら
れ

る 。

す
な
わ
ち 、

氏
は
「
い
と
ど
」

は
消
極
的
・

萎
縮
的
な
場
面
κ
も
ち

い

ら
れ、
「
い
よ
い
よ
」

は
杭
極
的
・
発
展
的

な
場

面
に
も
ち
い

ら
れ
る

と
す
る 。

し
か
し
な
が
ら 、

乙
の
一仙
の
筆
者
が
両
文
献
に
つ
い
て
検
す
る

と
ζ

ろ
、

例
外
が
お
お
す
ぎ
て
、

乙
の
二

語
の

悶
に
意
味
上
の
つ

か
い

わ

け
が
あ
る
な
ど
と
は
到
底
い
え
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る 。

ま
た
、

な
に

を
も
っ

て

消

鋭
的
・

萎
紛
的
あ
る
い

は

杭
極
的
・

発
展
的
と
す
る
か
の

基

準
も
あ
い
ま
い
で
あ
り 、

氏
の
説
に
は
HH
成
し
か
ね
る 。

注
日

峯
岸
明

「
今
古
物
詩
集
に
お
け
る

変
体
淡
文
の

彩

併
に
つ

い
て
」
(
「
国

語
学」
お
紛)

仲村一
ロ

林
凶
郎

「
民
衆
に
諮
り
か
け
る

ち
語
」
(
「
文
学
」

昭
和
三
=一

年
六
月)

以
栄一
「
今
昔
物
詩
集
副
詞
管
見」
(
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報

告
第
四
号、
昭
和
四
二
年
十一
月)

注
目

調
査
資
料
H

真
福
奇
本
将
門
記
・

紛
守
敬
本
将
門
記
・

高
山
寺
蔵
古
住

来
-
雲
州
往
来
(
佐
藤
武
義
編

「
雲
州
往
来
二
割判
」

〈
勉
議
文
庫
〉

に
よ

る)
・
江
談
抄(
群
書
類
策)
・
古
事
談(
新
訂
増
補
国
山人
大
系)
・
御
堂
関

白
記
・

二
傍
師
通
記
・

殿
暦
(
大
日
本
古
記
録)
長
秋
記
・

台
記
(
史
料
大

成)
・
平
安
治
文
三
t
六

注
日

調
査
資
料
H
中
間
祝
夫
「
合
点
本
の
国
語
学
的
研
究」
沢
文
節・
築
山

裕
「
大
慈
恩
守
三

蔵
法
師
伝
古
点
の

悶
語
学
的
研
究
」

沢
文
節
・

門
前
正

彦
「
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
向性
肯
点」
(「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」

別
刊
第
四)

・
大
坪
併弘
前
「
訓
ー点
資
料
の
研
究」
・

築
烏
裕
・

石
塚
附
通
「
掛

洋
…献

庫
繍
日

本
書
紀
||
本
文
と
索
引」
・
宇
都
宮
陸
男
「
神
田
本
白
氏
文
集
天
永
四
年
点

総
索
引
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」

第
六

こ

な
お、

と
の
表
現
も
、

ま

た
「
ツ
ユ
」

も
、

築
島
裕
「
平
安
時
代
漢
文
訓
読
語
に
つ

き
て
の
研
究
」

や
、

大
坪
制
治
「
平
安
時
代
に
お
け
る
訓
点
語
の

文
法
」

で
と

り
あ
げ
ら

れ
て
い
な
い
。

注
目

災
円一向
裕

「
平
安
時
代
の

泌
文
訓
読
訴
に
つ

き
て
の

研
究
」

三
五
一

ぺ

l

JY

 

調
査
資
料
は、
m
n
k
同
じ。
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注
16 

(
以
下 、

次
号
に
分
赦」

ll二
松
学
会
大
学
助
教
授
||

(
昭
和
五
十
八
年
九
月
三
十
日
受
理)


